
 

 

 

令和 7年度 教育後援会総会報告 
 

 

  去る令和 7年６月３日に開催されました本年度総会の報告を下記の通りいたします。 

  また、当日総会後「就職採用動向と保護者の心構え」講演、教員と保護者との懇談会

が開催されました。懇談会では、学業や学生生活に関する懸念や、進路等に関する事項等、

より具体的な内容についてお話する機会を持ちました。これを機に、保護者の皆様との連

携・協力関係がいっそう強固なものとなりますことを、心より願っております。                                   

 

   記 

１.令和６年度事業報告 

令和６年度事業報告について、次の事業が報告されました。 

① 入学式 ②教育後援会役員会 ③教育後援会総会 ④安城学園後援会役員会 ⑤

静岡地区保護者会 ⑥二十歳のつどい ⑦卒業式 ⑧その他補助事業 

２.令和６年度決算（案） 

令和６年度決算（案）について説明があり、続いて神谷文映監査から「監査した結果、

金銭出納帳等関係書類は適正に処理されている」旨の監査報告がありました。 

令和６年度決算（案）について審議した結果、可決されました。 

３.令和７年度役員選出（案） 

  任期満了に伴う役員改選（案）について、会則第５条に基づき提案され、可決されまし

た。    

４.令和７年度事業計画（案） 

令和７年度事業計画（案）について、次の事業が提案され、可決されました。 

① 入学式 ②教育後援会役員会 ③教育後援会総会 ④安城学園後援会役員会 ⑤

静岡地区保護者会 ⑥二十歳のつどい ⑦卒業式 ⑧その他補助事業 

 ５.令和７年度予算（案） 

令和７年度予算（案）について審議した結果、可決されました。  

 

 

 

令和７年度 教育後援会 役員 

 
 
 

 
 
 
 
 

顧問 寺部 曉(大学学長) 

 

会計 中野 智子 

顧問 安藤 正人(短期大学学長) 会計 三浦 直修（短期大学事務長） 

会長 杉浦 修二 監査 神谷 文映 

副会長 松原 真樹 監査 伴   裕美 

副会長 柴田 敏弘 幹事 榊原 友美 

書記 後藤 智子 幹事 稲垣 有加 

書記 内田 友乃（家政学部学生委員長） 幹事 渡邊 絵美 

書記 井手 裕子（短期大学学生委員長） 幹事 藤原 里美 
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令和７年度 教育後援会総会 
 
 

令和７年６月３日(火) 
午後１時３０分より 
１号館３階大会議室 

 
 
    １．会長挨拶 
       杉浦 修二 現教育後援会長 
 
    ２．顧問挨拶 
      ①寺部 曉 愛知学泉大学学長 

      ②安藤 正人 愛知学泉短期大学学長 
 
    ３．議長選出 
 
    ４．議 事 
     （１）令和６年度事業報告  

（２）令和６年度決算（案）および監査報告  
     （３）令和７年度役員選出（案）  
        新役員挨拶 
     （４）令和７年度事業計画（案）  
     （５）令和７年度予算（案）  
     （６）その他 
      
 
 

総会終了後 
講演会  １４：００～１４：５０ 

テーマ「就職採用動向と保護者の心構え」 
   Indeed Japan㈱ 
    リクナビ副編集長 多田 健一 様 
           
            

 

保護者懇談会 １５：００～１６：００ 

    各会場に分かれて実施いたします。 
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資料① 

 
                                       

 令和６年度 事業報告 

 
愛知学泉大学・愛知学泉短期大学教育後援会 

 
 
 

１. 令和６年度入学式  
日 時：令和６年４月３日（水） 
場 所：愛知学泉大学・愛知学泉短期大学 体育館 

 
２. 令和６年度教育後援会役員会 

日 時：令和６年６月４日（火） 
場 所：愛知学泉大学・愛知学泉短期大学 １号館 

 
３. 令和６年度教育後援会総会 

日 時：令和６年６月４日（火） 
場 所：愛知学泉大学・愛知学泉短期大学 １号館 

   
４.令和６年度学校法人安城学園後援会役員会 

日 時：令和６年６月２８日（金） 
場 所：ホテルグランドティアラ南名古屋 

 
５.令和６年度静岡地区保護者会（教育後援会との共催） 
  日 時：令和６年８月２日（金） 

場 所：アクトシティ浜松 研修交流センター 
 
６.令和６年度二十歳のつどい 

日 時：令和７年１月８日（水） 
場 所：愛知学泉大学・愛知学泉短期大学 １号館、５号館、６号館 

 
７.令和６年度卒業式 

日 時：令和７年３月１４日（金） 
場 所：愛知学泉大学・愛知学泉短期大学 体育館 

 
８.補助事業 
 ①クラブ活動補助事業 
 ②大学祭補助事業 
 ③アウトリーチ補助事業 
 ④学外実習補助事業 
 ⑤二十歳のつどい補助事業 
 ⑥就職支援経費補助事業 
 ⑦教育後援会卒業記念品補助事業 
 ⑧スクールバス補助事業 
 ⑨その他 
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                                      資料② 

令和６年度 決算       
     

    愛知学泉大学・愛知学泉短期大学教育後援会 

収入の部（単位 ：円） 

項目 予算額 決算額 差異 摘要 

１．入会金 1,029,000 1,002,000 27,000 
1 人当り 3,000 円( 334 人分） 

※令和 5 年度分 6,000 円（幼教・生デ 2 名分）含む 

    
（大学内訳）管栄 60 人、ライフ 36 人、こども 35 人 大学計 131 人 

（短大内訳）食栄 37 人、幼教 48 人、生デ 116 人 短大計 201 人 

２．会費 25,140,000 24,966,000 174,000 1 人当り 24,000 円（前期 1,044 人分、後期 1,025 人分）※1 名前期こども 6,000 円のみ 

    
※令和 5 年度分 12 人分含む（管栄後期 12,000 円×2 人、ライフ後期 12,000 円×1 人、 

こども前期 12,000 円×2 人、後期 12,000 円×3 人、幼教前期 12,000 円×1 人、 

        後期 12,000 円×1 人、生デ前期 12,000 円×1 人、後期 12,000 円×1 人） 

       
（大学前期内訳）管栄 261 人、ライフ 144 人、こども 170 人（1 名 6,000 円のみ） 

（短大前期内訳）食栄 84 人、幼教 118 人、生デ 267 人 前期大学・短大計 1,044 人 

    
（大学後期内訳）管栄 252 人、ライフ 144 人、こども 169 人 

（短大後期内訳）食栄 84 人、幼教 118 人、生デ 258 人 後期大学・短大計 1,025 人 

３．過年度過払金戻し       70 △70 ※過年度過払金戻し（R5.5.26 誤送金 70 円分を R6.4.22 戻し） 

４．前年度繰越金 2,690,005 2,690,005 0  

収入の部合計 28,859,005 28,658,075 200,930   
     

支出の部（単位 ：円） 

項目 予算額 決算額 差異 摘要 

１．教育後援会運営費  308,000  180,573 127,427 会議費・通信費等 
    教育後援会（36,816）、静岡保護者会（120,501）、他（23,256） 

２．教育後援会経常経費 11,955,000 10,387,870 1,567,130 教育活動経常費補助（主な補助項目・経費） 

（１）家政学部 6,575,000 6,148,844 426,156 大学祭一部補助（549,700）、学外実習一部補助（175,231）、 

    二十歳のつどい全部補助（217,486）、就職支援経費一部補助 （920,715）、 

       教育後援会卒業記念品全部補助（353,732）、クラブ活動一部補助（1,664,172）、 

    他（2,267,808） 

（２）短期大学 5,380,000 4,239,026  1,140,974 大学祭一部補助（450,300）、学外実習一部補助（202,703）、 

    二十歳のつどい全部補助（272,574）、就職支援経費一部補助 （791,175）、 

    教育後援会卒業記念品全部補助（289,768）、クラブ活動補助なし（0）、 

    他（2,232,506） 

３．設備費補助 2,882,000 1,459,865 1,422,135 施設・設備等保守・改修・修繕補助 

（１）家政学部 1,585,000  803,556  781,444 証紙自動券売機新紙幣・新 500 円硬貨対応装置交換費（194,704）、証紙自動 

    券売機修理費（21,768）、学生食堂・喫茶ラウンジ床・ガラス保守清掃費（302,886）、 

      グリストラップ中継槽油詰まり洗浄費（74,510）、他（209,688） 

（２）短期大学 1,297,000  656,309  640,691 証紙自動券売機新紙幣・新 500 円硬貨対応装置交換費（159,496）、証紙自動 

    券売機修理費（17,832）、学生食堂・喫茶ラウンジ床・ガラス保守清掃費（247,114）、 

    グリストラップ中継槽油詰まり洗浄費（60,790）、他（171,077） 

４．福利厚生費補助 42,000 56,500 △14,500 学生・学生保護者・職員慶弔 

    保護者慶弔生花・香典（4 件） 

５．スクールバス事業補助 12,570,000 12,536,651 33,349 ｽｸｰﾙﾊﾞｽ経費補助 

      前期 1,066 人×＠6,000＝6,396,000 

    後期 1,029 人×＠6,000＝6,174,000 

６．予備費 50,000 13,200 36,800 口座 IB 手数料 

       

７．次年度繰越金 1,052,005 4,023,416  △2,971,411   

支出の部合計 28,859,005  28,658,075  200,930   
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                                      資料③ 
                                       

 

令和７年度 愛知学泉大学・愛知学泉短期大学 教育後援会役員 

    
  

役職 氏  名 所属 備考 

顧問 寺部  曉 大学学長   

顧問 安藤 正人 短期大学学長   

会長 杉浦 修二 こどもの生活学科   

副会長 松原 真樹 こどもの生活学科   

副会長 柴田 敏弘 管理栄養学科  

書記 後藤 智子 管理栄養学科  

書記 内田 友乃 家政学部学生委員長  

書記 井手 裕子 短期大学学生委員長  

会計 中野 智子 こどもの生活学科  

会計 三浦 直修 短期大学事務長  

監査 神谷 文映 こどもの生活学科  

監査 伴   裕美 こどもの生活学科  

幹事 榊原 友美 こどもの生活学科   

幹事 稲垣 有加 生活デザイン総合学科   

幹事 渡邊 絵美 生活デザイン総合学科   

幹事 藤原 里美 幼児教育学科   
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                                      資料④ 
                                     
                                       

令和７年度 事業計画 
 

愛知学泉大学・愛知学泉短期大学教育後援会 
 
 
 

１.令和７年度入学式 
 日 時：令和７年４月３日（木） 
 場 所：愛知学泉大学・愛知学泉短期大学 体育館 
 
２.令和７年度教育後援会役員会 

日 時：令和７年６月３日（火） 
場 所：愛知学泉大学・愛知学泉短期大学  

  
３.令和７年度教育後援会総会 
日 時：令和７年６月３日（火） 
場 所：愛知学泉大学・愛知学泉短期大学 

  
４. 令和７年度学校法人安城学園後援会役員会 
日 時：令和７年６月２５日（水） 
場 所：ホテルグランドティアラ南名古屋 

 
５.令和７年度静岡地区保護者会（教育後援会との共催） 
 日 時：令和７年９月２日（火） 

場 所：アクトシティ浜松 コングレスセンター 
 
６.令和７年度二十歳のつどい 
 日 時：令和８年１月９日（金） 
 場 所：愛知学泉大学・愛知学泉短期大学  
 
７.令和７年度卒業式 
 日 時：令和８年３月１３日（金） 
場 所：愛知学泉大学・愛知学泉短期大学 体育館 
 

８. 補助事業 
 ①クラブ活動補助事業 
 ②大学祭補助事業 
 ③学外実習補助事業 
 ④二十歳のつどい補助事業 
 ⑤就職支援経費補助事業 
 ⑥教育後援会卒業記念品補助事業 
 ⑦スクールバス補助事業 
 ⑧その他 
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                                      資料⑤ 

令和７年度 予算 
    

  愛知学泉大学・愛知学泉短期大学 教育後援会  

収入の部（単位 ：円） 

項目 R6 決算額 R7 予算額 摘要 

１．入会金 1,002,000   822,000 1 人当り 3,000 円 ( 274 人分） 
〈大学内訳〉 管栄 61 人、ライフ 35 人、こども 37 人  大学計 133 人 

（短大内訳） 食栄 25 人、幼教 22 人、生デ 94 人 短大計 141 人 

２．会費 24,966,000 21,732,000 1 人当り 24,000 円（前期 913 人、後期 898 人） 
   月額 2,000 円/半期 12,000 円 

     
（大学前期内訳）管栄 250 人、ライフ 145 人、こども 163 人 大学前期計 558 人     

（大学後期内訳）管栄 241 人、ライフ 144 人、こども 165 人 大学後期計 550 人 

     
（短大前期内訳）食栄 63 人、幼教 71 人、生デ 221 人 短大前期計 355 人        

（短大後期内訳）食栄 63 人、幼教 71 人、生デ 214 人 短大後期計 348 人 

３．過年度過払金戻し 70  ※R6 決算額過年度過払金戻し（R5.5.26 誤送金 70 円分を R6.4.22 戻し） 

４．前年度繰越金 2,690,005 4,023,416    

収入の部合計 28,658,075 26,577,416   
    

支出の部（単位 ：円） 

項目 R6 決算額 R7 予算額 摘要 

       

１．教育後援会運営費 180,573 220,000 会議費・通信費等 

       

２．教育後援会経常経費 10,387,870 10,388,000 教育活動経常費補助 （主な補助項目） 

（１）家政学部 6,148,844 6,149,000 クラブ活動補助、大学祭補助、学外実習補助、二十歳のつどい補助、 

     就職支援経費補助、教育後援会卒業記念品補助、他 

    

（２）短期大学 4,239,026  4,239,000 クラブ活動補助、大学祭補助、学外実習補助、二十歳のつどい補助、 

            就職支援経費補助、教育後援会卒業記念品補助、他 

     

３．施設・設備費補助 1,459,865  1,461,000 施設・設備等保守・改修・修繕補助 

（１）家政学部 803,556  804,000  施設・設備等保守・改修・修繕補助 

             

（２）短期大学 656,309  657,000  施設・設備等保守・改修・修繕補助 

             

４．福利厚生費補助 56,500 42,000  学生・学生保護者・職員慶弔 

   学生・学生保護者・職員の生花、香料 

    

５．スクールバス事業補助 12,536,651  10,866,000 ｽｸｰﾙﾊﾞｽ関係補助 前期 913 人×＠6,000＝5,478,000 

                  後期 898 人×＠6,000＝5,388,000 

６．予備費 13,200 50,000  

       

７. 次年度繰越金 4,023,416 3,550,416    

支出の部合計 28,658,075 26,577,416   
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教育後援会会則 
 

第 1 条 本会は愛知学泉大学、愛知学泉短期大学教育後援会と称し、事務所を愛知学泉大学内に

置く。 
第 2 条 本会は愛知学泉大学並びに愛知学泉短期大学の教育環境の充実を援助し併せて学生の福

利厚生を図ることを目的とする。 
第 3 条 本会は前項の目的を達するために次の事業を行う。 

(1) 研究費の助成 
(2) 学生の福利増進 
(3) 教育施設の拡充強化 
(4) その他、本会の目的を達成するに必要な事業 

第 4 条 本会の会員は次の通りとする。 
(1) 正会員(本学学生の保証人) 
(2) 特別会員(特志者) 

第 5 条 本会に次の役員を置き、その任期は 1 箇年とする。ただし、再選は妨げない。 
(1) 会長 1 名 
(2) 副会長 2 名 
(3) 書記 3 名 
(4) 会計 2 名 
(5) 監査 2 名 
(6) 幹事  若干名 

第 6 条 会長は本会を代表し、会務を統轄する。 
副会長は会長を補佐し、会長に支障あるときはその会務を代行する。 
書記は書類の作製保管をする。 
会計は会計事務を担当する。 
監査は本会の会計を監査する。 
幹事は本会の重要事項の審議にあたる。 

第 7 条 会長は必要に応じて役員を招集し、役員会は会の運営に関する重要な事項を審議する。 
第 8 条 本会の役員は会員から選出する。ただし、書記･会計のうち書記 2 名会計 1 名を大学教職

員より選出する。 
第 9 条 本会に顧問をおくことが出来る。顧問は役員会において推薦する。 
第 10 条 本会の入会金及び会費は次の通りとする。 

(1) 入会金 3,000 円(ただし正会員に限る) 
(2) 会費 (正会員)  月額 2,000 円 

(特別会員) 1 口 10,000 円(納入回数任意)又は年額 5,000 円以上 
第 11 条 本会は年 1 回以上総会を開き、役員の改選、会務会計の報告、予算その他必要事項を審

議する。総会は会員の
３
－
１
以上の出席人員をもって成立する。ただし、委任状を認める。 

第 12 条 本会は別に慶弔規程を定めこれを行う。 
第 13 条 本会の会計は 4 月 1 日に始まり、翌年 3 月 31 日に終る。 
第 14 条 本会の会則の改正は総会の決議による。 
附  則  
１ 本会則は昭和 62 年 4 月 1 日より改正実施する。 
１ 本会則は平成 27 年 10 月 1 日より改正実施する。 

 
 

教育後援会慶弔規程 
 

第１条  学生の父母が死亡したる場合は、生花を供し、香料として 10,000 円を贈り会葬す 
る。 

第２条  学生が死亡したる場合は、生花を供し、香料として 10,000 円を贈り会葬する。 
第３条  教職員が死亡したる場合は、生花を供し、香料として 10,000 円を贈り会葬する。 
第４条  その他の慶弔については、役員協議の上取り計らう。 
附  則 
１ 本慶弔規程は令和 5 年 6 月 6 日より改正実施する。 
 
 
 
 


